
『高山市もっと元気にプロジェクト』
・パイロットアンケート

：「文化的処方」としての「祭り」が
ウェルビーイングに与える影響

岐阜大学大学院医学系研究科

精神医学分野

塩入俊樹

2024年12月1日（日） 14：30～14：50
飛騨・世界生活文化センター  「飛騨芸術堂」

第6回 飛騨高山学会



主な研究メンバー（敬称略）

• 東京藝術大学社会連携センター

伊藤達夫
• 京都大学大学院医学研究科

社会疫学分野

近藤尚己
土生裕

本多由紀子
• 上智大学応用データサイエンス

学位プログラム

深澤佑介
• 長岡造形大学造形学部
建築・環境デザイン学科

福本塁

2024年12月1日（日） 14：30～14：50
飛騨・世界生活文化センター  「飛騨芸術堂」



「清流の国ぎふ」 文化祭 ２０２４

高山プロジェクトとは？

2023年～2033年

東京芸術大学が中核機関
として、科学技術振興機構
（JST）の「共創の場形成支援
プログラム」（COI-NEXT）
の本格型に採択
東京藝術大学「共生社会を
つくるアートコミュニケーション
共創拠点」

2023年1月～

2023年1月～

岐阜大学高等研究院先制食未来研究センター

「地域コホート研究による山間地域に特徴な
食材及び食習慣と疾病との相関関係の検証」

対象地域：飛騨地方（高山市、下呂市、飛騨市）
対象者：国民健康保険加入者（人口の約半数？）

1992年～2008年⇒2023年～

岐阜大学大学院医学系研究科
疫学・予防医学分野

「高山スタディ」

対象地域：高山市
対象者：約3万人（当時）
（ただし、15年後なので、

生存者数は不明）

2024年10月14日
～2024年11月24日

岐阜県主催
＋岐阜大学（協力機関）

『清流の国ぎふ』
文化祭2024

「文化的処方」の心に
与える（短期的）影響

「清流の国ぎふ」文化祭２０２４
企画委員会

芸術！

2023年～2033年

岐阜大学大学院医学系研究科
精神医学分野

「芸術が心身に与える影響」

対象地域：高山市
対象者：高山市の国民健康保険加入者

東京藝大
日比野学長

岐阜大
吉田学長



令和6年版高齢社会白書より
https://www8.cao.go.jp/kourei/whitepaper/w-2024/html/zenbun/s1_1_1.html

0～14歳

15～64歳

65～74歳

75～84歳

85～94歳 95歳以上

令和
4年

高齢化率
65歳以上／全人口

7％：高齢化社会

14％：高齢社会

21％：超高齢社会

28％：超々高齢社会29.1％

高山市の高齢化率

33.6％
（令和5年4月1日現在）



• 最近，超々高齢社会を迎えている我が国において，1980
年代からイギリスで行われてきた「社会的処方」という手法
が注目を浴びている。

• この「社会的処方」とは，心身の健康に関わる問題を抱え
る住民に，薬ではなく，コミュニティー（地域）とのつながり
（絆）など，生活環境の改善を「処方」することで，ウェル
ビーイング（well-being：幸福で健康で順調で満足した状
態）を確立し，孤独・孤立を解消しようとする試みである。

• 具体的にイギリスでは，「社会的処方」が必要であると判
断された人に対して「リンクワーカー」と呼ばれる”差し渡し
役”によって，地域のグループや公的なサービスにつない
でいく。つなぐ先は，芸術やスポーツ，園芸などのグループ，
ボランティアや図書館などの公的機関まで，様々である。



• 「文化的処方」とは，東京藝術大学が作った造語で，文化
芸術を活用する「社会的処方」の一種とされる。つまり，多
様な状況にある人々どうしが緩やかにつながり，その人ら
しくいられる場所を得て，クリエイティブな体験が創り出さ
れ，楽しさと感動が生まれ，心が解放され，心地良いコミュ
ニケーションが自然と発生していく，そのような手法・方法・
システムが「文化的処方」である。

• 「文化的処方」の効果として，個人に対しては，活動する意
欲や幸福感の増進および健康の維持・改善といったウェル
ビーイングの持続的効果が，また，地域社会やコミュニティ
に対しては，より寛容で包摂的な環境やシステムが生まれ
ることが期待される。

• ウェルビーイングは近年，国内外での政策においても重要
なテーマとして取り扱われている。教育政策や環境政策も
その一つであるが，文化芸術活動がどのようにウェルビー
イングと関わるのかという視点からの研究はこれまでにな
かった。



高山プロジェクト

：パイロットアンケート
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「清流の国ぎふ」 文化祭 ２０２４
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高山プロジェクト

：パイロットアンケート

調査への参加対象者：⾼⼭市健康診断受診者の方々

高山市にお住まいで、 以下の3 つの「健診」いずれかを受診された方々
① 高山市健康診査（15 ～ 39 歳）
② 高山市特定健康診査（40 ～ 74 歳）
③ 高山市すこやか健診（75 歳～）

調査回答期間：2024年4月1日～4月30日

9,171名に発送

899名のデータを解析
（有効回答割合：9.8％）

929名が回答
（回答割合10.1％）

30名を除外



アンケート参加者

－人口動態的特徴－



• 女性が約6割と多い

• 子どもと同居が43％、約18％の方が子供がいない

• 平均年齢は約60歳

• 年齢の中央値は65
歳で、参加者の半
分が65歳以上

• ほぼ自宅に住んでいる

• 平均居住年数が44年と長め
• 平均して3人で居住

• 75％が配偶者と同居



アンケート参加者

－「いきがい」－



• 約65％の人が、自分の人生の価値を高いと感じている

• 8割以上の人が、日常の中で
心を動かされる体験がある

• 主に自然や、子供との関わりの中で
心が動かされる体験をしている

• 約7割の人が感動した気持ちを
共有する機会がある



アンケート参加者

－「文化・芸術的活動」－



• 8割の人が、何らかの趣味をもっている

• 4人に1人が、何らかの創作活動をしている

• 4人に1人が、何かを鑑賞する機会がある

• 鑑賞するものは、絵画、音楽、映画など• 45％の人が、造形作品を家に飾っている

• 4人に3人の人が、花を家に飾っている

• 趣味活動、鑑賞、創作活動がしたいけどできない理由は、時間的余裕がない、忙しい、
教室や機会そのものがない、など



文化・芸術的活動

多元的な健康
（5つの健康指標）

？



多元的な健康に良い！
多元的な
健康に悪い！



• 各健康指標に特化し、最もポジティブな関連が強かった文化活動のみを抜粋

• ダンスをすると、
獲得的幸福感 ↑

• 楽器を演奏すると、
協調的幸福感 ↑

• 映画館に行くと、
主観的健康度 ↑

• 造形作品を飾ると、
人生の価値↑、 自
然とのつながり ↑

• 鑑賞すると、
精神的健康度 ↑、
感動 ↑、寛容性 
↑、自己内省 ↑、
孤立度 ↓

• 花を飾ると、
感動の共有↑、
公共性 ↑、子

孫・未来・地球全
体への貢献 ↑

• 読書をすると、
自然への畏怖の念↑



多元的な健康に良い！
多元的な
健康に悪い！



アンケート参加者

－「祭り」と「イベント」－



• 四つとも（祭りに参加・運営、イベントに参加・運営）、全ての健康
指標に良い影響が出ている

• 特に祭り・イベント参加者で、ポジティブな関連が強かった
• 33の他の文化活動に比べ、祭りに参加することは歴史に関する

指標ととても強い関連性がみられた



アンケート参加者

－「祭り」・「イベント」・「生活
習慣」と「幸福度」・「心身の
健康度」・「孤立・孤独感」と

の関係の予測－



「幸福度」・「心身の健康度」・「孤立・孤独感」
と最も関係しているものは？



「祭り」と「幸福度」との関係

生活習慣

「
幸
福
度
」
に
対
す
る
寄
与
度

高
い

低
い

SHAP値

横軸が広く広がっているものは
SHAP値の振れ幅が大きく、「幸
福度」に対する寄与度も高い！

1. 年齢が高いほ
ど「幸福感」
が高いと予測

SHAP値が大きいほど赤くなって
いるので「幸福度」と正の相関！

2. 睡眠がとれて
いるほど「幸
福感」が高い
と予測

8. 運動習慣があ
るほど「幸福
感」が高いと
予測

9. 寝る前に食べ
ない方が「幸
福感」が高い
と予測

生活習慣＋「祭り」＋「イベント」

2. 「祭り」・「イベ
ント」への関心が
高いと「幸福度」
が高いと予測

1. 年齢が高いほ
ど「幸福感」
が高いと予測

3. 睡眠がとれて
いるほど「幸
福感」が高い
と予測



「祭り」と「精神的健康度」との関係

生活習慣＋「祭り」＋「イベント」

1. 「祭り」・「イベント」へ
の関心が高いと「精神的健
康度」が高いと予測 9. 「祭り」・「イベント」に参加する

方が「精神的健康度」が高いと予測

3. 年齢が高いほど
「精神的健康度」
が高いと予測

2. 睡眠がとれている
ほど「精神的健康
度」が高いと予測



「祭り」と「身体的健康度」との関係

生活習慣＋「祭り」＋「イベント」

1. 「祭り」・「イベント」へ
の関心が高いと「身体的健
康度」が高いと予測

2. 睡眠がとれている
ほど「身体的健康
度」が高いと予測

6. 咀嚼ができるほど
「身体的健康度」
が高いと予測

8. 寝る前に食べない
方が「身体的健康
度」が高いと予測



「祭り」と「孤立・孤独感」との関係

生活習慣＋「祭り」＋「イベント」1. 「イベント」に参加する方が
「孤立・孤独感」が低いと予測

2. 「祭り」・「イベント」へ
の関心が高いと「孤立・孤
独感」が低いと予測

3. 年齢女性の方が
「孤立・孤独感」
が低いと予測

5. 「祭り」にスタッフとして
参加とした方が「孤立・孤
独感」が低いと予測

9. 「祭り」に参加する方が「孤
立・孤独感」が低いと予測



「祭り」と「孤立・孤独感」との関係

生活習慣＋「祭り」＋「イベント」
1. 年齢が若いほど
「孤立・孤独感」
が高いと予測

3. 「祭り」・「イベント」へ
の関心が高いと「孤立・孤
独感」が低いと予測 6. 「イベント」にスタッフと

して参加とした方が「孤
立・孤独感」が低いと予測

9. 「イベント」に参加する方が
「孤立・孤独感」が低いと予測



ご清聴ありがとうございました。
～・～・～・～

今後とも、

「高山市もっと元気にプロジェクト」

へのご協力、ご支援のほど、

何卒、宜しくお願い致します。
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